
1. 本園の教育目標

「明るく」「正しく」「仲良く」の３つが本園の教育目標です。

「明るく」 ・さまざまなことに興味を持ち、探求する

・さまざまなことに興味を持ち、探求する 

・未来に希望を持ち、楽しく前向きに進もうとする

・物事を深く考え、自分なりの答えを導き出そうとする

「正しく」 ・一人ひとりが自らの役割を考え、積極的に行動する 

・すぐにあきらめず、自信と責任を持って行動する 

・さまざまな体験の中で、良いことや悪いことを理解する

「仲良く」

・世の中には自分とは違う考えを持つ人がいることを理解する 

・他者を理解して尊重し、寄り添う心を持つ 

・集団の中で互いに協力しあい、調和のとれた生活をする

２. 本年度重点的に取り組む目標・計画

①教育課程の充実

②記録の充実

③学びの充実

令和４年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

子どもたちだけでなく、職員もこれらの力を互いに育てあえるようにすること目標とし、様々な課題について

話し合いながら、みんなで作り上げていくことを目指しています。

ルンビニーの⾧い歴史の中で大切にしてきたさまざまな行事があります。行事はあくまでも幼児主 体の幼児教育の一

環であることを重視し、遊び中心の幼児主体の教育を充実させていきます。一方 で、仏教保育はルンビニーの教育の

中でも重要であり、さらなる充実をはかります。

幼児教育においては、教諭は子ども一人一人の違いを把握し、一人一人に寄り添うことが重要です。 そのために教諭

は日々、幼児の姿を肯定的にとらえてていねいな記録を取ります。iPad 等を駆使し た記録の充実をはかり、保護者

にも共有していきます。

子どもたちの遊び＝学びを充実させるために教諭の学びを深めることが重要です。教諭が幼児主体 の保育に対する理

解を深められるよう研修プログラムを組み、教諭が学んだことをきちんと理解し て、日々の保育の中で実践できてい

るかどうかの評価を行っていきます。



3. 評価項目の達成及び取り組み状況

自己評価
学校関係

者評価

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった）

4. 総合的な評価結果

自己評価 学校関係

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった）

5. 今後取り組む課題（昨年からの継続課題）

6.学校関係者評価委員会のメンバー
学校法人明福寺ルンビニー学園 評議員 須賀 理 様

渡邊稔彦 様

令和５年４月

学校法人明福寺ルンビニー学園

理事⾧ 福井徹人

今年度は教諭らが検討し教育目標を作成しましたが、来年度も引き続き教諭 ら

が自発的に年間を通した教育目標を作成し、充実させていくことを目指し ま

す。

昨年度より実施したドキュメンテーションは、保育においても、保護者と の情

報共有においても非常に有効性が高いことが示されました。そこで来年 度はさ

らにドキュメンテーションを充実させるとともに、子どもたちの間か ら沸き起

こる疑問を学びへと展開・昇華させる「プロジェクト型保育」への 取り組みを

実施したいと考えています

B

課題

教育課程のさらなる充 実

ドキュメン テーション からプロ

ジ ェクト型保 育の実施

A1

理 由

新型コロナウイルス感染症拡大は徐々に緩和されてきましたが、いつ第感染するかもしれ

ない厳しい状況での保育となった。遊びを中心とする保育への切り替え、行事の見直 し・

再編は昨年に続き丁寧に見直し、目標通りに進みました。来年度も引き続き目標を立て、

さらなる進歩を目 指していきたいと考えています。

A

取り組み状況

全体的な計画を教諭自らの意見を出し合って作成し たことに始ま

り、年間計画、学年ごとの月案・週案 の充実をはかることができ

た。それらを元に遊びを 中心とする保育・幼児教育を行い、さらに

記録につ なげていくことができた。

昨年度より取り組んでいるドキュメンテーションの配信。子どもた

ちの発達の過程を教諭がしっかり理解 することに繋がると同時に、

保護者の保育に対する 理解も進み、非常に大きな効果が見られた。

専門講師による研修プログラムを組 み、教諭の学びを深める機会を

増やした。ドキュメ ンテーションの作り方や利用法の研修は、実際

に 日々の保育に非常に役立ち、教諭の保育に対する視 点の充実が見

られた。研修受講に関しては、学園全体の職員の不足（産休 等によ

る）により、全員が同一の研修を同時に受け ることが出来なかっ

た。交代要員を整えつつ、時間 差でも良いので全員で同じ研修を受

けるようにする ことが今後の課題である。

評価項目 

教育課程の充実

記録の充実

学びの充実

A

A

公開保育の 実施

3 B

1

A2

A

公開保育を実施し、他園からの参観者を集める研究会等を実施したいと考え て

います。また、同時に幼児教育実践学会、ECEQ 等、全日私幼が主導する 研究

プログラムにも参加し、さらなる保育の質向上を目指していきます。

具体的な取り組み
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